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環境トピックス 2024 年 07 月号 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後の環境

ビジネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 

 

＝今月の目次＝ 

1. 政府・行政・法令分野 3 

(１)      労働者 24 億人が危険な暑さに、国連が声明 「暑さ対策の戦略を」・・・ILO 3 

(２)      世界の平均気温が観測史上最高を更新 地球温暖化の影響が深刻化・・・EU 気象情報機関 3 

(３)     石炭火力を 35 年までに廃止を、ＪＣＩが提言・・・ソニーＧなど 216 団体賛同 4 

(４)      ネット・ゼロ達成に向けた国際基準策定開始・・・ISO 4 

(５)     自然関連の情報開示を支援 参加企業の募集開始・・・環境省 4 

(６)      ＰＦＡＳ 水道水源など監視強化 自治体向けマニュアル改訂へ・・・環境省 5 

(７)     あなたの町の水道水は？PFAS 検出状況 全国マップ・・・日本水道協会など 5 

(８)     財務諸表での気候変動報告の適用を示す例を発表・・・IASB 6 

(９)     脱炭素製品の調達、「年内に制度設計」検討指示・・・岸田文雄首相 7 

(１０)   世界の飢餓人口が 7 億 3,300 万人に、3 年連続で高止まり・・・WEP 7 

(１１)   サステナビリティ報告の整合性を強化・・・GRI、TNFD 8 

(１２)   労基署チャットボット相談開始・・・厚労省 9 

(１３)   中小企業の省エネ支援で新たな連携 金融機関など 200 を超える組織が参加・・・経産省 9 

(１４)   太陽光・蓄電池の販売で誇大広告、注意喚起・・・クール・ネット東京 9 

(１５)   CFP 算定モデル事業、文具・靴業界など 4 社と 2 グループに決定・・・環境省 10 
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2．環境ビジネス分野 11 

(１)     自然への取り組みを格付けして企業を選別 新たな手法・・・海外評価機関 11 

(２)     グリーンウォッシュ対策の新保険を開発・・・東京海上、デロイトトーマツ 11 

(３)     生生態系サービス評価 ６方法論を策定・・・三菱地所、日本自然保護協会 12 

(４)     環境組織の高評価“総なめ” ビジネスでの恩恵にどうつなぐか・・・日本企業 12 

(５)     パリ五輪カナダ公式ウェアに「グリーンウォッシュ」疑い・・・ルルレモン 13 

(６)    人権 DD の実施率は 20％ 世界 2,000 社調査で明らかに・・・WBA 14 

(７)     ESG デューデリジェンスの重要性がますます増加・・・KPMG 15 

(８)     自グループのネットゼロ目標で SBTI の認定を取得・・・アサヒグループ HD 16 

(９)      「データの質に課題」2024 年サステナビリティ報告調査結果を発表・・・デロイト  17 

(１０)  投資家の 9 割が非財務報告に懸念 課題の特定過程を開示・・・三菱地所 17 

(１１)   ネガティブ情報も見せる 人的資本報告書で価値向上・・・エーザイ、アサヒ  18 

(１２)   森林保全へ「価値」を数値化・・・京都大学発スタートアップ 19 

(１３)   発電事業者に二酸化炭素排出量削減を求める訴え 名古屋地裁に・・・10-20 代の若者たち 20 

(１４)   EV 向け開発、「ディスクブレーキパッド」の性能 ・・・レゾナック 20 

(１５)   無料の GHG 排出量算定サービス、日本語版をリリース・・・パーセフォニ 21 

 

 

 

次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です。 
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